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相談予約の方法

学生相談室は、落ち着いてゆっくりと話ができるように予約

制となっています。

相談をご希望の方は下記の予約フォームをご利用ください。

恋のキューピッド“牛”

本も心も風の通り道に

このQRコードから

予約フォームに

アクセスできます

上記のQRコードが読み込めない場合は大学HPの

「学生相談室」のページからもアクセス可能です！

【SIT@学生相談室】

利用できる日時
月曜日～金曜日（祝日除く）9:30～11:30

12:30～16:00

利用までの流れ

①相談予約フォームにアクセスして予約してください

②相談申し込み後、予約受付のメールを学生相談室から

お送りします（※かならず確認してください）

③予約完了後、お約束した日時に相談を行います

7月の開室日

お問い合わせ先
電話：048-585-6879

Mail：soudanshitsu@sit.ac.jp

7月と言えば七夕、七夕と言えば織姫と彦星の話が有

名ですが、こういうコラムではその二人のストーリーにつ
いて書かれることが多いかと思います。そのため、このコ
ラムでは二人の色恋をピックアップするのではなく、彦星(
牽牛)の飼っている牛にスポットライトを当てたいと思いま

す。なぜ牛が出てくるのか？簡単に言うと、彦星は牛飼
いの青年だからなのです。ただし、この物語の牛は平凡
な牛ではありません。元々の物語では、天帝の孫娘とい
う自分の身分を隠していた織姫と、牛飼いという身分の彦
星とが相思相愛で暮らしておりましたが、それを良く思わ
なかった天帝が織姫を天に連れ帰ってしまったのです。
悲しみにくれた彦星に牛が「私の皮をまとって飛べば天に
行けます。私を殺して織姫とお会い下さい。」と伝え、彦星
は涙を呑んで牛の言葉通りに実行したという経緯があり
ます。いやはや、牛の覚悟の決まり方がすごいですね。
自分を犠牲にしてでも、織姫と彦星が会うことを優先する
のは、なかなか出来ることではありません。牛にそう思わ
せるほど、彦星は牛を大切にしていたのかもしれません
ね。

一か月ぶりの台風騒動も終わり、本格的に夏の足音が近づいてきました。8月の期末試験や、その

先に待っている夏休みに向けて、学内も少しずつそれぞれの準備が進んでいるような雰囲気です。

7月は和名で「文月（ふづき）」と呼ばれます。七夕に短冊を書くからという説が有名ですが、も

うひとつ、大事にしまっていた書物を開いて風に晒し、湿気や虫を防ぐ「虫干し（むしぼし）」の月

だったから、という説もあります。お気に入りの本を長く大切に保管するために、あえて一度外の空

気に触れさせる、昔の人の知恵ですね。これは、私たちの頭の中にも言えることかもしれません。

日々のレポート、これからの予定、頭の中だけでずっと考えていること…。そういったものを、頭の

奥にぎゅうぎゅうに詰め込んでいると、いつの間にか風通しが悪くなって、なんだかすっきりしない

な、と感じることもあります。もし、そんな風に「ちょっと頭の中の風通しをよくしたいな」と思っ

たときは、どうぞ相談室にいらしてください。誰かに話してみることで、頭の中がすっきり整理され

ることもありますよ。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

小林（瞬） 河内
小林（瞬）
河内

5 6 7 8 9 10 11

河内 小林（瞬） 小林（瞬）
小林（瞬）
河内

12 13 14 15 16 17 18

河内 小林（瞬） 小林（瞬） 河内
小林（瞬）
河内

19 20 21 22 23 24 25

小林（瞬） 小林（瞬） 河内
小林（瞬）
河内

26 27 28 29 30 31

河内 小林（瞬） 小林（瞬） 河内
小林（瞬）
河内
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